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「 一 一 研究主題一 一

幼児期 にふ さわ しい知 的発達 を促 す環境 の構成

L_二 竺 竺竺 塑 二らt一
1

一

1主 題設定の理由

幼児期 は生 涯 にわ たる人間形成の基礎 を培 う時期で あ り,本 来,幼 児 は遊 びの中 で具体的

な体験 を通 して,人 間 と して人間 らしく生 きるための最 も幕本 となる力 を獲得 して い く。 し

か し,今 日,少 子化,核 家族化,情 報化 の進行 は著 しく,地 域の子 ど も集団の減少 や,安 全

な遊 び場 の不足な ど,幼 児を取 り巻 く環境 も大 きく変化 して きて いる。 こ うした中 で同世代

の子 ども同一ヒが戸外 で遊ぶ経験や,自 然 とのふれあいを初 めとす る直接体験の機会 は少 な く

な り,ビ デ オや テ レビゲー ム等 の機器 を相手 に遊ぶ等,間 接的で受 け身的 な ものが多 く,幼

児 の心身 の発達 に多 くの影響を及ぼ してい る。

また,子 育て の支援が得 られ ない保護 者の孤立化や,価 値観 の多様化 の中で,早 期教育 に

関す る情報 が氾濫 し,必 ず しも幼児期にふ さわ しい とは思え ない早期教育 に走 る姿 は少 な く

な い。

こう した状 況か ら幼児期か らの心 の教育 の重要性が示 され るとと もに,幼 児期 にふ さわ し

い知 的発達 を促す教育 の在 り方が問われてい る。今,本 当の意味での幼児期にふ さわ しい知

的発達 を促 す教育 とはどうあ るべ きか。幼児 と共 に毎 日を過 ごす幼稚園の生活 の中で,教 師

が一方的 に教 え る知識偏 重の教育 で はな く,幼 児が 自 ら学 びとって い く教育 とはどのよ うな

ことなのかを しっか りと考えな ければな らないので ある。

幼児 を取 り巻 く環境 の中で も,自 然 は幼児 の心 を感動 させ るだ けで な く,ど の よ うに努力

して も自然 に従わ ざるを得 ない状況 な ど,多 様 な心 の体験を させて くれ る。戸 外での活 動や

自然 とのかか わ りが不足 して いる幼児 に とって,こ うした多様な体験 がで きる自然 の存在 は

重要で ある。 それ は,自 然 の偉大 さ,美 しさ,不 思議 さ等 に触れ る豊かで多様 な経験 を通 し

て,幼 児 は,心 が安 らぎ,豊 かな感情,好 奇心,思 考力,判 断力,表 現 力等 の生 きる力の基

礎 が培 われ ると考 え るか らであ る。

そ こで,私 たちは,幼 児 が 自然 とのか かわ りを通 して知的発達 を遂 げる過程 を明 らかに し,

幼児 の発達 にふ さわ しい知 的発達 を促す ための環境 の構成 の在 り方につ いて探 って いきた い

と考 え,本 主題 を設定 した。
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H研 究方法

(1)研 究 のね らい

① 幼児が 自然 とかか わる中で,知 的発達 が促 され る過程 を明 らか にす る。

② 幼児期 にふ さわ しい知的発達 を促す環境 の構成 の在 り方 を探 る。

② 研 究 の方法

文 献 研 究

① 研 究主題 を共通理解す る

② 幼 児 の全体的 な発達 と知的発達 の関

連 を検討す る。

・4っ の側面の関連 を探 る。

(知 的発達,感 情 的 発達,社 会 的発

達,身 体的発達)

実 践 研 究

① 日常 の保育の事例 の検討 をす る。

② 研究保育 をす る。

○観察場面

・幼児が 自然 とかかわ ってい る場面

○考察 の視点

・幼 児の興味,関 心

・幼児 が経験 してい る内容

(知 的発達 との関連 を中心 に)3

.環 境の徽{
____一__」一「

一_一

研 究 の ま と め

① 各年齢 における自然 とのかかわ り ・知的 な興味 の特徴

② 幼児期 にふ さわ しい知的発達 を促 す環境 の構成 の在 り方

皿 研究内容

1主 題の とらえ方

(1)幼 児期 にふ さわ しい知 的発達

幼児 は 日常生活 や遊 びの中で さまざまな もの に出会 い,興 味や関心 を もち,「 見て み

たい」「知 りたい」 という欲求 を もっ。 そ して 「なぜ,そ うなのか」 と理由を知 りたが っ

た り,納 得す るまで試 した りす る。 また,と きには 「こうす るとこうな るに違 いない」

と自分 な りに予想 して行動 した り,「 だか らこうなんだ」 と意味 付 け た りす る よ うにな

る。 これ らの新 しい事柄 にっ いて知 って い く経験 は,喜 びにつ なが り,さ らに新 しい知

識 を求 め,探 索す る活動 に結 び付 いて,幼 児 はい ろいろな世界 に興味 を広 げて い く。 こ

の よ うに 「好奇心や 日的 を もって,考 えた り工夫 した りす るなどの直接的具体的 な体験

を通 して,幼 児が ものにかか わる力,考 え る力,判 断 す る力などを蓄 えてい くこと」 を

幼児期 にふ さわ しい知的発達 と考え る。
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② 知的発達 と全体的発達

幼児が好奇心や探求心 を もって環境 とかかわ り,自 分 な りに考 えた り試 した り して い

く中で,知 的 な発達 は促 され る。 その時,共 感 し合え る友達 がい ると,共 感 の喜 びを味

わえ る体験 を繰 り返す ことで,考 えた り工夫 した りす るな どの意欲 が高 まると同時 に,

友達 とかか わ る喜 びを感 じた り,友 達 とのかかわ り方を知 った りす るな どの社 会的発達

の機会 とな ってい く。 また,自 分 で発見 した喜 びを友達が共感 して くれ ることで,そ の

喜 びは深 ま った り,新 たな発見に感動 した り,と きにはが っか りした りす るな ど経験 は

多様 にな る。 このよ うに,友 達 とのかかわ りが ある ことによ って,幼 児が味わ う感情 も

豊 かにな り,知 ることの喜 び もいっそ う高 ま り,感 情的発達が促 される。 さ らに,幼 児

は多様 な活 動を展開 して い く中で,自 分の体 を動 か した り,調 整 した り,物 を操作 した

りす る力や技能 を身 に付 けてい く。特 に,幼 児 は活発 に身体 を動か して遊ぶ ことを好み,

その心地 よさを味 わ うと ともに,身 体諸機能の発達 や技能 の獲得 を してい く。 こう した

体 を動 かす遊 びの中 で も,遊 具 や用具 の特性 につ いて知 るな どの知的な発達 は促 され,

ルールのあ る遊 びを友達 とともに行 う中 では社会的発達や感情 的発達 も促 されて いる。

このよ うな ことか ら,幼 児 が好奇心 や目的を もって環境 にかかわ り,さ まざまな知識 を

獲得 してい くとき,知 的発達だ けを遂 げてい るので はな く,右 図の ように,社 会的発達,

感情 的発達,身 体的発達の側面が互 いに関連 しなが ら全体的 に発達 している と考 え る。

(3)自 然 とのかか わ りの中で促 される知的発達

幼児 の周 りには,昆 虫 や小動物 などの生 き物,木 や草花な どの植物,太 陽や風 や雨,

土 や水 な どの自然 があ る。 それ らの 自然 は春夏秋冬の四季の移 り変 わ りの中で,生 長 し

た り変化 した り しなが ら私 たち に様 々な姿 を見せて くれ る。その よ うな自然 とのかか わ

りの中で,偶 然 に生 じる多様 な経験 を通 して,幼 児 は 「美 しい」 「かわ い い」 「怖 い」

「気味 が悪 い」「不思議だ」 などと感 じた り,「 飼 っていた虫が 与え た餌 を食 べ よ うとせ

ず,死 んで しまった」 などの体験 を通 して,自 分 の思 い通 りにはな らない ものの存在 が

あ ることに気付 いた りして い く。 そ して,そ のよ うな身近 な自然 に触 れ ることは,発 見

の喜 び,驚 き,感 動 などに満 ちあふれ,幼 児 は直感 的に自然 の世界 のさまざまな もの に

興味 を もっ。 また,新 しい事柄 に触れ たときの感激,相 手 に対 して思 いや りや優 しさ,

愛情 などの感情 を感 じる ことは,そ の対象 にっ いて もっとよ く知 りたい と思 う原動力 と

な り,幼 児 自身 がそのよ うに して獲得 した知識や ものにかかわ る力,考 え る力,判 断力

などは,し っか りと身 に付 くと考 え られ る。

このよ うに 自然 は幼児 に様 々な興 味関心 などを もたせ,多 様 な体験を生み 出す ことが

で き,幼 児期 にふ さわ しい知的発達 を促 す環境 と して重要 な役割 を果 た して い る。
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2幼 児期の発達の側面 につ いて

幼児期 は遊 びを中心 とした生活 の中で,身 体 的発達,知 的発達,社 会的発達,感 情的発

達 が互 いに関連 しなが ら促 されて い く。 その発達 の様子 や関係性 は活動 の様子 によ って異

な るが各側面 は互 いに大 き く影響 して いる。

身 体'的 発 達

特

徴

加齢 や体験 の積 み重 ねに伴 って身 体

諸機能 が発達 す るとともに,運 動 機

能 が質 的,量 的に発達 す る

例)

翻 跳㌔=⇒ 〉 長く

筋 カ ー

持 久 力

走 り方 ← 調 整 力

跳び方 巧 緻 性

投げ方 平衡感覚

技 能 一

×

知 的 発 達

特

徴

体験 を通 して幼児 な りに物の性質,特

徴,法 則 などを認識 して いき,そ れを

取 り込 んだ ものを表現す るとい うよ う

に外 か ら内,内 か ら外へ の精神作 用 が

知的発達 を促す

例)

貰:

激

気 付 く,ま ね る

不思 議 に思 う,知 る

試 す,工 夫 す る,

調 べ る,比 べ る

見 立 て る,予 測 す る

予想 す る,判 断 す る

考 え を整 理 す る

納 得 す る,確 か め る

社 会 的 発 達

特

徴

自分 の存在 に気付 き,身 近 な人 との

かか わ りか らいろいろな人 との かか

わ りへ広 が り深 ま ってい く

他者の存在の認識

自分 の世界の広が り

感 情 的 発 達

特

徴

誕生時 には未分化 な興奮であ った もの

が,快,不 快 に分化 し,そ れが さ らに

成長 とともに様 々な感情 に分化 して深

さ,豊 か さがでて くる

例) 興奮
1

一 旨「
不快 興奮

恐れ 嫌悪 怒り

嫉妬

快

」
得意 愛情

「⊥ 「
大人への

愛 情

「親 しみを

もつ」

子 どもの

友情

「思 いや る」

な ど
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3・ 幼児期 にふ さわ しい知的発達が促 され る過程

幼児 は,遊 びを通 して,周 囲の環境 に興味 ・関心 を もち,直 接 かかわ り,見 た り,触 れ

た り,感 じた りす る。 その中で 「気付 く」「感 じる」「試す」「考 える」 な ど,様 々 な体 験

を通 して 「知 の獲 得」や 「知 の活用」 を し,も のにかかわ る力や考え る力,判 断す る力 な

どの 「知 の蓄え」 が なされて い く。知の獲得 や活用,蓄 え は,さ らなる興味 ・関心,好 奇

心,意 欲 な どを生 み出 し,次 の体験を生 み出 してい く。 このよ うに考え た時,気 付 いた り

試 した りす る体験 を生 み出す興味 ・関心 な どを もっ ことが知的発達の始 ま りで あ り,重 要

と考 え る。 興味 ・関心 などに基づ いて生 まれた幼児 の体験 の中で は,知 の獲得,活 用,蓄

えが,さ らに,興 味 ・関心 を高 め体験を充実 させてい く。 この繰 り返 しの中で,素 朴 で具

体 的な思 考か ら,よ り複雑 な思考へ と変化 し,知 的な発達 が促 されて い くものと考 える。

ここで い う知の獲得 とは,例 え ば,水 を触 った時に 「冷 たい。」 と感 じた り,「 夏 よ り,

冷 た くな って いる。」 と気付 いた り,虫 をっか まえた時 に 「足が六本 ある。」と気付いたり,

「何 を食 べ るのだろ う。」 と疑問 に思 った りす るな ど,「 感 じる」「気付 く」 「発見す る」「疑

問 に思 う」 ことととらえた。

知 の活用 とは,例 えば,捕 って きた虫 が 「ナスを食べ るのを見た ことがあ る。今 日もナ

スを食べ るだろ う。」 と考えて餌を与えてみた り,あ るいは,図 鑑 で何 を食 べ るのか調 べ

た りす るな ど,獲 得 した知を使 って,調 べた り,工 夫 した り,試 行錯誤 した りしなが ら考

えた りす ることととらえた。

こう して試 した り,調 べ たり した ことが 「知」 として蓄え られて い く。 さ らに,別 の虫

をっかまえた時に も,蓄 え られた知を活用 して 「前 にっか まえた虫 と似て いるか ら,同 じ

餌 を食 べ るか も しれな い。」 とか 「この虫 は,前 にっ か まえ た虫 と ここが同 じだ。」 とか

「ここが違 う。」 な どの新 たな気付 きや発見 を もた らす こと もある。

興味 ・関心な どに基づ いた体験の中での知 の獲得,活 用,蓄 えの循環 は,教 師 の援助 に

よって促 され る。 時 には,幼 児 自身で成 し遂 げ られ ることもあ る。 しか し,幼 児 の姿 を見

てみ ると,自 分が もった目的を達成 す る方 法が分 か らないとす ぐにあ きらあて しまったり,

試 した り葛藤 した りした揚句 にあき らめ,活 動 への意欲 を無 くして しま う場合 もあ る。葛

藤や失 敗 の経験が新た な発見 にっなが ることも考 え られ るが,興 味 ・関心,意 欲 な どが失

われ ることが大 きいと予測 され る場合 などには,必 要 に応 じて教師 が援助 す ることで,幼

児の考え た り,予 測 した り試 した りす る体験が充実す るよ うにす る必要 があ る。

また,幼 児 の興味 ・関心 などに即 して,教 師が環境 を構成 す ることで,幼 児 が疑 問を感

じた り,発 見 した り,感 動 した りす るなどの活動が生 み出 され る。 その中で,知 の獲得,

活用,蓄 えの循環 が生 まれ知 的発達 を促す と考え る。特 に,教 師の援助 につ いて は,見 守

る,共 感 す る,と い う援助 が大切 ではあ るが,さ らに一歩推 し進 あて,幼 児の知的好奇心

を刺激 す るよ うな教師 の援助 があれば,知 的発達 は,促 され ると思 われ る。幼児が,自 ら

試行錯誤 す る体験 の過 程に,教 師の適切な援助が ある ことで,幼 児 は新 たな気付 き,発 見

を し,自 ら知 的発達 を してい く。 こう した,幼 児期 にふ さわ しい知的発達 は,身 体的,感

情 的,社 会的発達 と関連 しあ って促 されてい くことは,前 述 のとお りで ある。

以 降の実践事例 を通 して,こ れ らの ことを確認 してい きたい。

一6一



知 的 発 達

哩 味 欄 心'好 奇 心.意 欲一

一∵鞠

∫臥 一屠納得する

疑問に思 う等
1_

試す.伝罵 「

比 べ る

調 べ る・確 か め る

、考 え る ・工 夫 す る、

r想 ・予測 す る等

「

ヨ 下 一一
____一________,_____

唾
知 の 蓄 え

ものにかかわ る力 ・考え る力 ・判断す る力 ・知識

L_⊥===二 二 二=」¶一　 了 ＼

一一 蘭 一 「 「

教 師 の援 助i
:L

」」

L-_構 塵一一

感情的発爵_「 遜 壷 野 擁 醸1一
L_____

一 皿騨 一 一

一
一7一



4実 践事例

(1)感 じた ことを素 直 に表現 してい る事例

3歳 児4月

幼 児 の 動 き 分 析

A児 が,砂 場 で シ ャベ ル で 山 を作 って い る。 手 で 砂 を 固

め な が ら 「この お 砂熱 いね。」 と,教 師 に向 か っ て 言 う。

「熱 い ね。」 と教 師 も砂 を 触 り な が ら共 感 す る。 掘 りづ ら い

所 が あ る と,「 固 くな って い るね 。」 と 言 う。 教 師 は,「 固

い?力 を入 れ て掘 ろ うね。」 と言 う とA児 は,シ ャベ ル に

力 を込 め て掘 ろ う とす る。

山作 りが一 段 落 す る と周 りに 目を や り,砂 場 横 の大 き な

プ ラ ンター を 見 て,「 年 中組 の チ ュ ー リ ップ た く さん 咲 い

て い るね。」 と教 師 に語 りか け る。 教 師 が,「 本 当 だ!た く

さん 咲 いて い る ね。」 と答 え る。 そ こ へ,服 を濡 ら したB

児 が,「 濡 れ ち ゃ った。」 と訴 え て くる。A児 は,そ れ を 聞

い て 「陽 が 当 た って乾 い ち ゃ う よ。 あ っ た か い か ら さ。」

と言 う。B児 は納 得 した ら し く,ま た遊 び始 め る。

_∠ 蝸
(. ∈∋

(下 線 は,知 的発達 との関連)

・日差 しの強 い 日に砂 の熱 さを

感 じて い る。

・砂 の 固 さを 感 じて い る。

・掘 り進 め る技 術 が あ る。

・チ ュ ー リップが た くさ ん咲 い

て い る のを喜 びを教 師 に伝 え,

共 感 を求 め て い る。

・友達 の 話 を聞 き,予 測 で きる

ことを考 えて友達 に伝 えてい

る 。

A児 は 山作 りを続 け チ ョウが飛 ん で くるのを見 て,「 あ っ

た か い か ら来 た の か な。 チ ュー リ ップが きれ い だ か ら来 て

るの か な。」 と眩 く。教 師 が,「 チ ュー リップのお花 に とま っ

た よ。 チ ュ ー リ ップが きれ いだ か ら来 たの か な 。 お 花 の 蜜

を 吸 い に来 た のか な。」 と言 う とA児 は 「うん。」 と頷 く。

側 に あ る バ ケ ッに 目 を や り,A児 が,「 これ 何?」 と聞

く。 教 師 が,「 バ ケ ッ よ。」 と教 え る と,A児 は 「バ ケ ッ プ

リン作 れ る よ。」 と,に こ っ と して 言 う。 小 型 の バ ケ ッ に

砂 を入 れ,逆 さ まに す る と,バ ラバ ラ と崩 れ る。 今 度 は,

だ ん ごを 作 ろ うと した が,や は り,バ ラバ ラとな る。 教 師

一

,
○

β

、
二

/

・チ ョウ に興 味 や 親 しみ を感 じ

て お り,な ぜ,チ ョウ が飛 ん

で来 た の か と,自 分 な りに 関

連 させ て考 え て い る。

・プ リ ンを 思 いつ くが バ ケ ツ の

名 前 を知 らず,教 師 か ら教 え

られ て名 前 を知 り 「バ ケ ップ

リン」 と命 名 す る。

・失敗 して しま う原 因 を,先 行
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が,「 崩 れ ち ゃ うね 。」 とA児 に 言 う と,「 白 は軟 らか くて

す ぐバ ラバ ラ。 黒 入 れ な くち ゃだ め だ よ。」 と答 え,教 師

が 「そ うか,黒 い砂 を 入 れ な い とだ め な の?で も黒 い砂 っ

て ど こに あ るの?」 と言 うと,A児 は陽 が 当 た らな い所 か

ら少 し湿 り気 の あ る砂 を 掘 って バ ケ ツの 中 に い れ る。 バ ケ

ツを 裏返 す と プ リ ンが 見 事 にで き,「 で きた。」 と満 足 気 な

顔 を す る。 だ ん ご も前 よ り は固 く安 定 して で き,教 師 が

「お い しそ うに で きた ね。」 と言 うと,「 食 べて。」 と,に こっ

と して 言 い側 に いたB児 も誘 い,一 緒 に食 べ る仕 草 をす る。

「黒」 と言 う表現 で,湿 り気

のある砂 を指 して,教 師 の質

問 に自分 な りに答えて いる。

・自分の考 えた通 りに試 して,

作 る ことがで きたことに満足

し教師やB児 と一緒 に食べ る

とい う行為で喜 びを伝 えて い

る。

6葱 ノ

〈考 察〉

幼児の興味 ・関心

・活動 しなが ら 「熱 い」「固 い」 など,砂 の感 触に興 味を もって いる。

・プ リンを作 りたい とい う願 いか ら先行経験 を生か してや ってみてで きたことで満足 している
。

・教師 と一緒 に砂場 で遊 ぶ ことで安定 を得 なが ら,目 に した身近 な環境 に興味を示 して いる。

幼児が経験 している内容

・自分 の感 じた ことを,教 師に伝 え,受 け止 あ られる喜 びを味わ って いる。

・暑 い陽ざ しを感 じなが ら,砂 が熱 いことやチ ュー リップにチ ョウが なぜ飛んで きたのかなど,

まわ りの状況 と関連 させて 自分 な りに考えよ うと して いる。

・シャベルを使 って固 い砂 を掘 った り,プ リンやだん ごを作 った りして楽 しみ,満 足感を味わ っ

てい る。 また,そ の中で砂 の性 質を感 じとった りシャベルの扱 い方 を身 に付 けた りしている。

環境の構成

・入園 して間 もない この時期 は,幼 児が安定 して,ゆ った りと遊べ る環境が大切 となる。 その

ために は,そ こで幼 児が興味や関心 を もって見 た り,か か わ った りしやす い遊具類や 自然物

を十分準備 してお き,直 接体験 で きる機会 を多 くす るよ うにす る。

・幼児 が周 囲の環境 に 自分な りにかかわ ろうとしてい る時
,共 感 した り,一 緒 に行動 して くれ

る教 師の援 助があ ることで,幼 児が心 を開 き,思 った ことを素直 に表現 している。3歳 児 で

は,こ う した,も の にかかわ って感 じたことを受 け止 め られ ることで徐 々に意識化 してい く

よ うな知的発達の芽 ばえを大切 に育てて いきた い。
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(2>自 分 な りに試 しなが らシ ャボ ン玉 の不思議 さを感 じている事例

4歳 児6月

幼 児 の 動 き

A児 は,隣 の 学

級 が シ ャボ ン玉 遊

び を して い るの を

見て ス トローで シャ

ボ ン玉 を 膨 らま せ

て 机 の上 に のせ る

と シ ャボ ン玉 は こわ れ ず 机 の 上 に の った 。 「見

て,見 て。」 と周 りの友 達 に言 う。

す ぐに シ ャボ ン玉 が 割 れ る と 「堅 い の を作 っ

て や る。」 と言 い,も う一 度 シ ャボ ン玉 を 机 の

上 に作 る。

「消 え な い よ。」 と 友 達 に言 い,ス トロー を

シ ャボ ン玉 の 真 上 か ら突 き刺 す 。

教 師 がA児 の シ ャボ ン玉 に も う一 っ シ ャボ ン

玉 を付 け,自 分 の シ ャボ ン玉 が2っ に な った の

を見 て 「あ,合 体 しち ゃ った。」 と言 う。

「や って み な,B児 。」 と言 い,自 分 も シ ャ

ボ ン玉 を 次 々 と付 けて 「2台 合 体 。3人 合 体。」

と続 け 「俺,4人 合 体 す る。」 と さ らに続 け る。

「先 生 の も,ま だ消 え な い よ。」

B児 に シ ャボ ン玉 を触 られ 消 され る と 「お ま

え の で きた ら消 す か らな 。」 と怒 る。 同 じ机 で

シ ャボ ン玉 遊 びを して い たC児 が,ぶ くぶ く と

カ ップか ら泡 を出 し,ス トローで す く う。 そ れ

を見 て 「お ま え,す げ え じ ゃん。」 と言 う。

A児,D児,C児 の3人 でC児 の カ ップ に ス

トロー を入 れ,一 緒 に ぶ くぶ くと吹 く。

A児 がC児 の ス トロ ーを 取 り上 げ2本 で ぶ く

ぶ く し始 め る。

しば らく してD児 が机 の上 に シ ャボ ン玉 を作 っ

て い るの を見 て,C児 が 「Dち ゃん,ど うや っ

て るの?」 と聞 く。A児 はそ れ を 聞 き 「教 え て

あ げ よ うか。 「こ うや っ て や る の,っ け るん だ

よ。」 と言 い な が ら,机 に む か っ て シ ャ ボ ン玉

・先 行経 験 もあ り 自分 もや って み た い気

持 ちを 表 す。

・机 上 に シ ャボ ン玉 が 割 れ ず に の った こ

とに驚 き,友 達 に知 らせ る。

・す ぐに割 れ な い シ ャボ ン玉 を作 りた い

とい う 目的 を もっ 。

・堅 いのがで きた ことを喜ぶ と同時 に割

れ な い こ とを 不 思 議 に思 う。

・シ ャボ ン玉 が く っっ い た こと を不 思 議

に思 う。

・自分 も出 来 るか 自信 が な く,友 達 に も

一 緒 にや って も らいた くて誘 う。

。教師 がA児 にっ なげ た シ ャボ ン玉 を作 っ

た こ とを き っか け に,ど ん ど ん っ な げ

る シ ャボ ン玉 に面 白 さを感 じ,自 分 の

イ メー ジを広 げ る。

・驚 きや 不 思 議 さを 感 じる。

・C児 が ぶ くぶ くと泡 を出 す こ とに面 白

さを感 じる。

・友 達 と一 緒 に ダイ ナ ミッ クに泡 が 出 て

くる こ とを 楽 しん で い る。

・自分 な りに2本 で 吹 くと もっ と泡 が 出

るか と考 え,試 して 楽 しん で い る。

・吹 く方 法 を教 え よ う と思 ってC児 に声

を か け,月 分 が知 って い る こ とを伝 え

よ う とす る。
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を吹 い て見 せ,さ らに 「練 習 して み な。」 と促 す。

A児 は 引 き続 き シ ャボ ン玉 を作 り,ス トロー で

上 や横 か らっ っ く。 消 え た り,消 え な か った りす

る が,消 え な い と何 度 もつ っつ い て み る。 ま た,

シ ャボ ン玉 に 自分 の顔 を写 し 「顔 が写 っ た。」 と

言 う。 風 が 吹 き,揺 れ て い る シ ャ ボ ン玉 を 見 て

「揺 れ て い る。」 と言 う。 ・いろいろ試 し始める
。突 き刺 し方によっ

て は真上 か ら刺 す と消 えず,横 か ら刺

す と消えて壊 れ ることを見付 け る。

・小 さな シャボ ン玉 に写 る自分 の姿 を見

付 けた り,風 に揺 れ るシャボ ン玉 の変

〈考 察〉

幼 児の興 味 ・関心

・机上 にで きたシ ャボ ン玉 に対 して の驚 きや不思議 に思 う気持 ちが"堅 くて割れ ない ものを作

ろう""た くさん作 ってっ なげよ う""た くさんの泡を出 してみよう"と いう目的 にっなが っ

てい る。

経験 している内容

・シャボ ン玉 が机の上 にで き,割 れ なか った喜びや不思議 に思 う気持 ちを感 じて いる。

・割 れに くい シャボ ン玉を作 る ことやそれをっなげる面 白さを味わ って いる
。

・シャボ ン玉 液か らた くさんの泡 を作 る面 白さを感 じ,そ れ を友達 と共感 して いる。

・シャボ ン玉 に ス トローで上か ら刺 して も割 れず,横 か ら刺す と割れ る ことや風で揺れ ると変

形 す ることや 自分の顔 が写 る ことを発見 してい る。

環境 の構成

・机 の上 に シャボ ン玉 が割 れず にで きた り,2っ3っ とシャボ ン玉が重 な って面 白い形 にな っ

てい くことを不思議 に思 った り,興 味を感 じた りしなが ら次 々と遊 び方 を変えて いる。 こう

して 自分 な りに シャボ ン液 にかかわ りなが ら偶然 に発見 する面 白さや,そ れ を繰 り返 し試 し

てみよ うとす る行動 の中か ら不思議 に思 ったことを"何 故 だろ う"と 考 えた り,予 測 して試

した りす る姿が,知 的発達 にっ なが ると考え る。 そ こで,自 分 の したい ことが邪魔 されず に

で きる場 や十分試 した り楽 しんだ りで きる時間を保障 する ことが大切で ある。

・シャボ ン玉 がで きやす いシャボ ン液 と先割れ ス トローや シャボ ン玉が作 りやす い表面が濡れ

た机 な ど,い ろいろな遊 び方 を楽 しめ るような材料 や用具 を準備す る ことが必要で ある。

・シャボ ン玉 を二っ に して い くな ど遊 び方を変化 させ工夫す る面 白さを知 らせ た り
,幼 児が不

思議 に思 った り無 意識 に試 した りしてい ることに興味 や期待感 を示 し,不 思議 さを一緒 に感

じて楽 しむ教 師の援助 が大切で ある。
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(3)ウ サ ギの耳 の熱 さを心配 し,自 分 たちな りに知恵を活用 してい る事例

4歳 児7月

幼 児 の 動 き

A児,B児,C児,D児 が,各 自 のハ ンカ チを ウ

サ ギ の上 に乗 せ,様 子 を じ っと見 て い る。 教 師 が理

由 を 聞 くと4人 は顔 を 上 げて 「熱 が あ るの 。」 「耳 の

所 が す ご く熱 いの。」 と言 う。 教 師 が耳 に触 れ,「 本

当 だ。」 と言 う と,A児 は 「布 団 で あ った め よ う。」

と言 って,手 拭 き タオ ル を持 って く る。

教 師 「ウサ ギ の耳 って触 った こ とな か った か ら,

いつ もよ り熱 いのか ど うか分 か らな いねえ。」「うん…

… 」 教 師 「み ん な の耳 は ど う?」4人 は 自分 の

耳 を触 り,B児 「僕 の熱 くな い よ。」,A児 「うん,

私 の も。」 と言 う。 教 師 「モ ル ち ゃん の耳 は ど う

な。」 と言 う と4人 で触 りに行 き,「 熱 く な い よ。

と言 う。

・ウサギの耳 の温 か さに気付 く。 「熱

があ る」→ 「病気 だ」 と考 えて心配

し,自 分 たちの経験 を生か してなん

とか しよ うとしてい る。

・風邪 を治 すために体 を暖 め るとい う

知恵 を活 用す る。

・教師の助 言に添 って それぞれ の耳 の

温か さを比べ る。

A児 は 「濡 らして冷 やそ う」 と言 って タオルを濡

らしに行 き,他 児 も真似 る。

しば ら く して,交 互 に触 って は 「ま だ 熱 い ね。」

と言 う。C児 「ど うす る?先 生 。 お 医者 さん に連 れ

て 行 く?」 教 師 「う一 ん,困 った ね え。 ど う しよ

うか ・ ・。 ち ょっ と本 で 見 て み よ うか 。」 と言 い,

B児 と と も に図 鑑 を探 す。B児 は ウ サ ギの 写 真 を 見

っ け る と 「あ った あ っ た。 なん て 書 いて あ る?」 と

聞 く。 教 師 「『ウサ ギ は汗 を か き ま せ ん 。 だ か ら涼

し くな る た あ に耳 か ら熱 を出 す 』 って 書 いて あ る。」

と言 う。

・冷 や して熱 を冷 ます とい う知恵 を活

用す る。

・自分 たちの思 う方法 を試 してみ たが

耳の熱 は取れず,方 法を教師 に尋 ね

る。教師 は別 の知恵(図 鑑)を 活用

す るこ とを提案す る。幼児 はそれを

受 け入 れて調べ 登。

一12一



B児 「み ん な,汗 を か か な い か ら熱 くな るん だ っ

て。」 と 言 い なが ら走 って 行 き,教 師 が 図 鑑 を 見 せ

な が ら説 明 す る と,4人 で 「良 か った ね 。」 と顔 を

見 合 わせ る。 タオ ル を外 す と,ウ サ ギ が前 よ り勢 い

よ く跳 び は ね る。A児 が 「元 気 だ元 気 だ。」 と言 う。

・熱 い理由が分か り,そ れを友達 に伝

え,友 達 はそれを聞いて納 得 し安心

す る。

級避
次 の 日,A児 が ウ サ ギ の耳 を 触 りに行 く。 「先 生

今 日 も熱 か った よ。 今 日は暑 い もん ね 。」 と言 う。

・昨 日経 験 した こ とを 再確 認 し
,そ れ

を気温 と関連付 けて考 える。

〈考 察〉

幼児の興味 ・関心

・ウサギや モルモ ッ トとい う飼育物 を身近 に感 じ
,偶 然 ウサギの耳 に触 れた ことで,"耳 は温

か い"と い うことを発 見す る。 そ してそれは病気 による ものだ と心配 して,な ん とか して治

して あげたい とい う願 いを もった。

幼児が経験 して いる内容

・熱を下 げる ことに対 して
,知 っている ことを活用 して方法 を考 え,実 際 に試 した り考 えた り

した。

・友達 と一緒 に心配 した り
,考 え た り,共 感 した りす る喜 びを味 わ った。

・わか らな い ことがあ ったときに,"図 鑑 で調 べ る"と い う方法が ある ことを知 った。

・"ウ サギの耳 は,汗 の代わ りに放 熱す るので温 かい"と い う知識 を,心 配す る心 を通 して獲

得 した。

環境 の構成

・小動物 と慣 れ親 しんで いたか らこそ耳の熱 さに気 が付 き
,具 合が悪 そ うだか らなん とか して

や りたい とい う思 いを もち,そ の結 果,自 分 たちな りに手立 てを考え た り調べ た りす る知的

な経験 にな った と考え る。 この ことか ら,小 動物 とゆ っくりと触れ合え るよ うな環境や,そ

の存在 を大切 に思 え るような雰囲気 づ くりを大切 にする必要が ある。

・幼児が ウサギを心配 してい る気持 ちや
,目 的(願 い=熱 を下 げたい)に 向か う姿勢 ・思 いを

教師が大切 に受 け止 め,共 感 し,好 奇心 が揺 さぶ られ るよ うな援助を して いる。 この ように

教師 は,直 ぐに答 えを出そ うとす るので はな く,試 した り比べ た りして幼児 自身が考え る過

程 を見守 った り,一 緒 に考 えた り調 べた りす る援助を心掛 け ることが大切であ る。

・図鑑が身近 にあ った ことで,図 鑑 で調 べ る方法 を受 け入 れやすか った。 普段 か ら絵 本や図鑑

に親 しみが もてるよ うにす るとともに,利 用 したいときにす ぐに使え るような場所 に設定す

るよ うに配慮 して い く。
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(4)氷 と霜柱 の解 け方 の違 い に気付 いてい った事例

4歳 児2刀

幼 児 の 動 き

雪 が 降 った数 日後,園 庭 の あ ち こち にで きて いた水 た ま りは,

す っか り凍 って い た。 そ れ を見 っ け たA児 とB児 は,氷 を取 り

出 した。 「す ご いの が取 れ た ぞ 。」 と言 って喜 び,氷 の 周 りにつ

いて いた 泥 を水 で き れ い に 洗 い 流 した 。 「き れ い に な った 。」

「う う,冷 た い。」 「ガ ラ スみ た いだ。」 「ダ イ ヤ モ ン ドみ た い だ

か らお 母 さん に あ げ た い。」 な ど と言 い な が ら周 り に い た教 師

や 友 達 に嬉 しそ うに見 せ た。 教 師 も 「本 当,き れ い ね 。」 と共

感 す る。 バ ケ ッ に入 れ て大 切 そ うに持 ち歩 い て い たが,弁 当 を

食 べ 終 わ る頃 に は解 け て しま った。

数 日後,園 庭 に霜 柱 を 見 っ けたA児 は 「あ ったぞ。」「す ごい,

きれ い だ。」 と喜 び,B児 を誘 って 「バ リバ リい うな 。」 と感 触

を楽 しみ な が ら霜 柱 を集 め 始 め た。 バ ケ ッ に一 杯 集 め た が,泥

が つ い て い た の で 「洗 お う。」 と,水 を 入 れ て か き混 ぜ る と霜

柱 は解 けて 泥 水 にな って しま った。 「あ れ?」 とA児 とB児 は

しば ら く考 え る よ うに して,泥 水 をか き混 ぜ て い た が,再 び,

霜 柱 を取 りに行 き,今 度 は手 の ひ らに乗 せ て 水 を流 して み た。

ま た霜 柱 が 解 けて しま ったの を見 て 「これ は,解 け るな。 弱 い

や っ だ。」 「前 の は,大 きか った か ら強 い ん じ ゃ な あ い?」 「分

か っ た。 氷 の 赤 ち ゃん なん だ 。」 と言 う。 教 師 は,こ う した幼

児 の思 いや 試 み を大 切 に した い と考 え幼 児 の 言葉 に うな ず いた

り見 守 った り した。

分 析

・水 た ま りが冷 え て凍 る こ

とを 知 る。

・泥を落 とす方法 を考え,

試 す。

・氷 の 感触 を楽 しみ ,美 し

さ に感 動 す る。

・霜柱 の感触を楽 しみなが

ら美 しさ も感 じて い る。

・先行経験か ら,泥 を水 で

落 とそうと考え実行す る。

・予想 と違 う結果 を不思議

に思 う。

・他 の や り方 を試 す。

・氷 と霜柱 の解 けかたの違

いを比較 し,自 分 な りの

理由を考えてい る。

〈考 察〉

幼 児の興 味 ・関心

・泥のっ いた氷や霜を洗 い,き れいな氷や霜柱 をっ くりたい と思 ってい る。

幼 児が経験 してい る内容

・冬 な らで はの 自然
,氷 や霜柱 に興味 を もち,感 触を楽 しみ,美 しさに感動 してい る。

・氷 と霜柱の違 いに気付 き,霜 柱 は氷 に比べて解 けやすい ことを知 る。

環 境の構成

・偶然 に自然がつ くり出 した氷 や霜 を,幼 児 は自分 たちの体験 にとり入れ,知 的な体験 を して

いる。 このよ うに幼児が冬 の自然 に出会 えるよ う,氷 や霜柱がで きる場所を確認す るなど,

環境づ くりの工夫 をす る必要 があ る。

・霜 を洗 うと解 けてな くな るな ど,幼 児 の試 みが失敗す るこ とが 予想 され る時で も,そ れを不

思議 に思 った り疑 問を もって考えた りす ることが期待で きる場面で は,教 師 は見守 り,幼 児

の心 に寄 り添 い,な ぜだか一緒 に考え,楽 しむ ことが大 切である。
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(5)形 の違 う容器 に色水 を何度 も移 し替 え,不 思議 さを感 じてい る事例

5歳 児6月

幼 児 の 動 き

A児 は友達4人 と一緒 に,園 庭 のベ ンチを台 に し

て牛乳パ ックに花 を入 れ,す りこぎでつぶ して色水

を作 って いる。

教師が いろいろな種類 のカ ップを持 って来 ると,

A児 は自分 の気 に入 った容器 を3種 類選 び出 し,そ

の中 の小 さな ビン状 のふ たっ き容器㈹ に色水 を入れ

る。 その後,縦 長 の容器(B)に移 し,目 の高 さに持ち

上 げ,じ っと見 る。 そ して幅広 の容器◎ に移 して上

か らのぞ き込 み,最 後 は牛乳 パ ック⑪ に戻す。それ

を(A→B→C→D)何 度 も無言 で繰 り返す。

繰 り返す ごとに上手 に移 せ るよ うにな ったが,ど

うして も少 しこぼれて しま うと,A児 は幅広の容器

を,縦 長 の容器 の下 に受 け皿 のよ うに置 いて移 し替

え始 め,30分 程,真 剣 な表情 で試 して いる。教師 は

水 の性質 を漠然 と感 じて いるA児 を見守 った。

分 析

・気心 の知れ た友達 と一緒 に,落 ち着

け る場所で じっくり色水作 りを楽 し

んでい る。

・不思議 そ うに何度 も試 し,縦 長 の容

器 に入 れ ると水 も縦長 にな り,幅 広

の容器 に入 れ ると水 も広が って見 え

ることを漠然 と感 じて いる。

繍 乃且(r幽 儲窃
・繰 り返す ごとに移 し替え の技能が上

達 して いる。 また,自 分 の色水 を大

切 に思 う気持 ちか ら,こ ぼさないよ

う容器 の使 い方 を工夫 して い る。

〈考 察〉

幼児 の興味 ・関心

・友達 が色水作 りを して いるのを見て
,自 分 も作 ってみ たいと思 った。

・違 う形 の容器 に興 味を もち,そ れ らに自分 の作 った色水 を移 し替 え るとどうな るか というこ

とに興味 を もってい る。

幼児が経験 している内容

・自分 の作 った色水 を様 々な形の容 器 に移 し替 え ることを試 し
,確 認 を して,さ らにまた,何

度 も移 し替 え ることで,自 分な りに変化 を感 じとって いる。

・容器 の使 い方 を工夫 し,色 水を減 らさずに移 し替え る方法 に感覚 的 に気付 いてい る。

環境 の構成

・A児 は水 を移 し替 え ることを楽 しんでい るが,縦 長 の容器か ら幅広の容器へ等,形 が全 く違

う容器 に同 じ量の色水 を移 し替 えて,そ の様子 を見て いる。A児 は言語 による思 考 と しての

意識 はないが,こ の ことを不思議 に感 じた とすれば量 の保存の概 念の基盤 となるものであ り,

知的発達 を促 す体験 とな るものであ る。幼児期 にお いて は,そ れを理論 的に学 ぶ必要 はない

が,不 思議 に思 った ことを何度 も繰 り返 し試 して,不 思議な思 いを十分 に味わ うことこそが

大切 であ ると考え る。

そ こで,こ の事例 のよ うに,幼 児 が不思議 に感 じた り考え た りで きるよ うな,さ まざまな

形 の容器 を準 備す る,ま た,幼 児が集 中 して取 り組んで いる時 には,そ の ことを十分楽 しあ

るよ うな時 間を保障 す るなどの環境構成 をす る必要が ある。
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㈲ 予想 していない動 きや失敗が幼児に新たな発想や思考を促 した事例

5歳 児6月

幼 児 の 動 き 分 析

A児 が,砂 場か ら雨樋 を運ん で きて,園 庭 のテー

ブルの上 に置 いたのを見て,BCD児 も雨樋 を

っなげを始 め た。(40cm位 の雨樋2本)

A児 は,手 で雨樋を斜 めに傾 けていたが,側 にあっ

た プ リンカ ップを テーブルの端 にお き,そ の上 に雨

樋 の片側 をのせて傾斜 をつ ける。 もう1本 っなげて

水 を流 す と,っ な ぎ目か ら水が こぼれ る 「ここ持 っ

てて。」 と頼 まれたE児 が つ な ぎめを持 ったが,す

ぐその場 を離れ,雨 樋 が崩れ落 ちる。

A児 はバケ ッを持 って きて プ リンカ ップの置かれ

ていた場所 にバケッを置 き,雨 樋 をのせ,プ リンカッ

プをっな ぎめ に置 くが こわれ る。 周 りを見回 したB

児 が洗面器 に気付 きプ リンカ ップのかわ りに置 く。

2本 の雨樋 が安定 す ると二人 と も嬉 しそ うにす る。

一㊥

・A児 は,雨 樋 を使 った水路作 りを発

想 し,他 の3人 もA児 の発想 を理解

して,面 自そ うな遊びに期待を もち,

協 力 す る。

。今 まで の経 験 か ら,傾 斜 をつ けれ ば,

水 が流 れ る こ とが 分 か って い る。

。水 が こぼ れ な い よ うにす る こ とに こ

だ わ りを もっ 。

・雨 樋 とプ リンカ ップ の バ ラ ン スに気

位 く。

・B児 はA児 の考 えて い る こ とが分 か

り,ま た,雨 樋が安定す る大 きさの

台が ないか咄嵯 に考え る。

D

の

7〃

2本 の雨 樋 は安 定 した が テー ブル の 端 に は届 か な

い。E児 は も う一 本 雨 樋 を も って きて,延 長 を試 み

るが,テ ー ブル の端 に長 く とび 出 し,そ れ が テ ー ブ

ルか ら滑 り落 ち る。2本 目 の雨 樋 も落 ち て皆 「あ 一

あ っ」 と言 う。

4人 は元通 りに復元 し始 め るが,B児 が偶然,ペ ッ

トボ トル の上 下 を切 って作 った トンネル を み っ け,

雨 樋 と組 み 合 わ せ る とっ な ぎ 目 が 安 定 す る。 「こ こ

持 って て。」 「あ っ ち持 って て よ。」 な ど と互 い の 言

葉 を交 わ しな が ら,雨 樋 つ な げ に 熱 中 し,と う と う

3本 目の雨 樋 が っ な が る とE児 が辺 りを見 回 し,た

らい を持 って きて,3本 目の 雨樋 の端 の下 に置 く。

,ミミ

・E児 は咄 嵯 に雨 樋 を付 け足 す こ とを

思 いっ く。 しか し,雨 樋 が 長 くテ ー

ブ ルか らはみ だ す とバ ラ ンス を崩 す

とい う見 通 しは もて ず,失 敗 す る。

・ 「ぜ ひ ,完 成 させ た い,実 現 させ た

い」 と い う 目的 が4人 の意 欲 につ な

が って い る。

・B児 は ,偶 然 目 に入 っ た トンネ ルか

ら,以 前 経 験 した こ と の あ る使 い方

を思 いつ いて 試 み る。 成 功 して 嬉 し

い。
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早 く水 を流 した くて た ま らな い とい った様 子 のC児

が水 を流 す とE児 が 「ジ ェ ッ トコー ス ターみ たいだ,

これ って ジ ェ ッ トコー ス タ ー だ。」 と大 きな 声 で 興

奮 して 言 う。

教 師 は,E児 の 言葉 か ら ヒ ン トを得 て,流 れ が意

識 で き る よ うに と考 え,発 泡 ス チ ロ ール球 を提 示 す

る。

E児 はす ぐに それ を 受 取 り,流 れ の中 に落 とす と

球 が あ っと い う問 に タ ライ の中 に落 ちて い く様子 に

4人 は興奮 しなが ら 「ウ ワ ァー,お も しろい!こ れ っ

て コ ロ コ ロだ。」 「うん コ ロ コ ロだ 。」 と 言 い 「コ ロ

コ ロ,コ ロ コ ロ。」 と合 唱 す る。

そ の後,雨 樋 の っ な げ方 を変 え た り,延 長 させ た

り して遊 び続 け る。

・E児 は ,前 の経 験 を生 か し,雨 樋 の

置 き方 を 工 夫 して い る。

・落 ち る水 を溜 め るた あ の容 器 を 考 え

至 。

・速 い水 の流 れ か ら,ジ ェ ッ トコ ー ス

ター とい う新 た な発 想 をす る。

・発泡 スチ ロール球 が水路作 りの楽 し

さを増 し,そ の楽 しさや満足感 を友

達 と共 有 して い る。

〈考 察〉

幼児の興味 ・関心

・雨樋 が崩 れず に水 が うま く流 れ るよ うに組 み立て ることに意欲を感 じて いる。

・水 の流 れの速 さや流 れにの って動 く発泡 スチ ロール球 をみて,水 路を延長 してい くことを楽

しんでい る。

幼児が経験 している内容

・どうすれば うま く傾斜 がっけ られ るか,水 が うま く流 れ るか など考 え,

・友達 と協 力 して 目標を達成 す る楽 しさを味わ ってい る。

工 夫 して い る。

環境 の構成

・友達 の様子か ら,自 分 たちが何 を しよ うとして いるのかが分か り,失 敗を繰 り返 しなが らも

互 いの力 を発揮 し,知 恵 を受 け入 れなが ら目的 を遂 げて いる。 こう した友達 同士の学 び合 い

を重視 しなが ら,教 師 が タイ ミングよ く発泡 スチ ロール球 を提示 した ことで幼児の遊 びが さ

らに充実 した。 このよ うに幼児 の発想 を生 か しなが ら水 や様 々な物の特質を感覚的に楽 しみ,

興味 を追求 す る体験 とな るよ うな援助 が大切 であ る。

・雨樋 のよ うに操作 や扱 いが少 し難 しい道具 ・用具が あるこ とで,幼 児 にその扱 い方 を考え さ

せ てい る。 このよ うな試 考錯 誤の体験 は,知 的発達 を促す体験 となる もので あ り,こ のよ う

な試 考錯誤 の体験 がで きるよ う,幼 児が使 い こなせ るものを遊 びの内容 に応 じて環境 として

用 意 してお くことが大切であ ると考え る。
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(7)友 達 の考え を受 け入れ なが ら自分 な りに試 し,確 かめてい った事例

5歳 児1月

幼 児 の 動 き

A児 は教 師が作 ってお い た風 車 を見 なが ら,紙 コ ッ

プ を は さみ で切 り開 き,風 車 を作 る。 そ れ を 口で 吹

いて み るが,羽 根 は回 らず 「回 らな い よ。」 とが っ

か り した よ うに っぶ や く と,そ ば で風 車 を作 って い

たB児 が 「走 る と回 るよ,き っ と。」 と言 う。A児

は保 育 室 の 中 を小 走 り し,羽 根 が少 し動 い た の を見

て 「あ っ,回 った。 外 で や って み よ う。」 と言 って

園庭 に出 て い く。 園庭 で は,C児 た ち も風 車 を持 っ

て 走 って お り,A児 も走 って 風 車 が 回 る様 子 を楽 し

ん で い る。

しば ら くす る とA児 は,テ ラ スに座 り こんで 「あ一

くた び れ た。 も う走 るの い や に な っち ゃ った 。」 と

言 う。C児 が そ れ を聞 き 「走 らな くて も風 車 は回 る

よ。 私 の 回 った もん。 風 が 吹 いて きた ら回 った よ。」

と言 う。A児 は 「へ え,風 が吹 くと 風車 は回 るの。

風 来 な いか な。」 とっ ぶ や く。

風 車 を 回 そ う と出 て 来 たB児 が,そ れ を 聞 い て

「高 い所 な ら風 があ るよ。」 と言 う。教 師が 「よ く知 っ

て い るね。」 と言 う と 「だ って,こ い の ぼ り は高 い

所 で 泳 ぐん だよ。」 と答 え る。「高 い所 って ど こか な。」

と教 師 が 尋 ね る と,B児 は園 庭 のす べ り台 に登 りな

が ら 「こ こだ よ。」 と言 い,風 車 を 前 に 差 し出 す 。

風 車 は回 りだ し,B児 は 「ほ ら,見 て 回 った よ。」

と嬉 しそ うに言 う。

A児 は,そ の様 子 を じっ と見 て い るが,し ば ら く

す る と思 い っ い た よ うに ジ ャ ン グル ジ ムに行 き,一

番 上 の段 に腰 掛 け,手 を伸 ば して風 車 を前 に差 し出

す 。 そ こに 丁度 強 い風 が 吹 いて 風 車 が勢 い よ く回 る

とA児 は 「うわ 一 っ。」 と歓 声 を あ げ,に こ に こ笑

う。 しば ら く して 風 車 の 回 り方 が 弱 ま る と,ち ょっ

と考 え る よ うに しなが ら風 車 を い ろ い ろ な方 向 に向

けて い る。

分 析

・風車 をその材料 を見 て,作 り方 が分

か り,模 倣 して作 る。

・息を吹 きか ければ回 るだろ うと予想

し,試 す。

・自分 の考えを友達 に伝 え る。

・友達の考えを受 け入 れて,試 す。

・走 れ ば風 車 が回 る ことに気 付 き,も っ

と回 した い と い う思 いか ら,広 い場

所 を考 え る。

・自分 が経験 して分 か った ことを友達

に伝 え る。

・友達 に教 え て も らった こ とを受 け入

れ,風 を 待 って試 す。

・こいのぼ りが高 い所で泳 ぐこと(先

行経験)か ら,高 い所 には風 があ る

と思 う。

・すべ り台 の上 は高 い所で あ ることが

分 か り,自 分 の考えを確 かめ る。

・友達か ら教 えて もらった ことを活用

し,自 分で高 い場所を見付 け風 を受

けて風車が回 る ことを確か める。

・風車 を もっと回 そ うと風が くる方向

を捜す。
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〈考 察〉

幼 児の興味 ・関心

・教 師が作 ってお いた風車 に興味 を もち
,自 分で も作 って楽 しもうとして いる。

・風 車をた くさん回 したいとい う思 いか ら
,ど うすればよいか考え なが ら遊 び,そ の中で勢 い

よ く回 る風 車の様子を楽 しんで いる。

幼 児が経験 してい る内容

・友達 か ら教 え られて風 車を持 って走 り
,勢 いよ く回 る心地 よさを感 じて いる。

・風 が吹 けば風 車が回 ることや高 い所に は風 が吹 くことを教え られ
,そ れ を自分な りに考 え,

試 し,確 かめて いる。

環境 の構成

・風 な どの 自然現 象にっいて 自分 の経験 を もとに 「風が吹 くと風車が回 る
。」「高い所 に風が吹

く。」 とい うよ うにある程度言語 による思考がで きるよ うにな って い る。 この よ うな時期 は

教 師が機会 を逃 さず幼児 が自然現象 を遊 びに取 り入 れて,考 えた り試 した り してい けるよ う

な材料 や用具 を身近 に用意 してい くことが大切であ る。

・教師 は,幼 児 が遊 びの中 で自分 の経験 を活用 しなが ら,試 した り,考 えた り,気 付 いた り し

て いる ことを認 め,そ の内容 が明確 になるよ うに助言 してい く。 さらに周囲 の幼児 も興 味を

もって いる場合 には,そ の幼児 に も問 いかけるな ど して,刺 激 し合いなが ら興 味 ・関心 を広

げ,遊 びをふ くらませて い くよ うに援助 し,そ れを通 して幼児 の知恵 が蓄 えていかれ るよ う

にす る ことが大切で ある。
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IVま とめ と今 後 の 課 題

1ま と め

(1)自 然 とのかかわ りを通 して幼児 の知的発達 が促 され る姿

事 例 を分析 ・考察 した結果,幼 児が 自然にかかわ る体験 を通 して知的発達 が促 されて

い く活動の姿や特 徴 を,次 のよ うにと らえた。

3歳 児の特徴

"お も しろ いね""好 き なん だ もん"

○ 目に した ものに次 々に興 味を もって行動 を移 し,思 って いる ことや気付 いた ことなど

を感 じた ままに表現 しなが ら物 とかかわ る。

も.リ ップ●

僅 くさ ん

o曇いて 楠

纏 ⑥遍

●'

○対象物 に対 して感覚 的に感 じた ことを表現 し,周 囲の反応 によって確認 した り意識 し

た りす る。
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4歳 児の特徴

"ど う して?""や
っ て み た い な"

○ まわ りの友達 や教師 の真似を して気付 いた り,使 い方や方法を知 って試 した りす る。

そ う か

やって のよク

o

○ 自分 な りに考 えて試 してい く中 で発見 した り,気 付 いた り してい く。

〈すぐ㌧て

瀞ようか

○不思 議だ と思 った ことにす ぐにかかわ った り,

,'・.亀

/濃 い 毯粍'.
,作 りた い.・

惚 と篇 うP。・●

何度 も繰 り返 し楽 しんだ りす る。

上 か らt,e・)・FポトILI'

手に 参せて

すリニき亀・で●
つ潔 しも リ
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5歳 児の特徴

"こ う した らい いか な
,や って み よ う"

○先行経験 を活用 し,予 想 して や ってみ たり確かめた りす る。

(1((電 璽

あ.雪 に

馨!脇 燗 いラ擁

,))⇒

ほ ら曹の五に

砂 もく,フくよ

欝
●

・:● ∵'●

○ 目的が はっきりと もて るよ うにな り,そ れに適 した用具 や方法 を考 えて試す。

おほ じゃくし

取駕 い勤

」7◎リニ
・デ7ツフoてle

取 ろク

～メ つ レづ

0

ノ

繭

σ

V
A
V

O

二うや.食ら

オダマジト7シ

逃 げ加 ・そ・
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○ 一 っ の 目的 に向 か って 友 達 と一 緒 に考 え た り,試 した りす る。

曾

藤
'
匁

=二幻 なげ
ようが

○物 と物 との性質 や特徴 を関連付 けて考え る。

風 こないなあ

●,3

走うと
回るよ

!

'

!

'噂 「b'
、

◎
/

、,/

/

t
'

!

!
'

曳気、
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② 幼児 期 にふ さわ しい知的発達 を促す ための環境 の構成 や教師 の援助 の在 り方

幼児 が 自然 とのかかわ りを通 して,幼 児期にふ さわ しい知的発達 を促す ための環境 の構

成 や援助 の在 り方 につ いて以下 のことが分か った。

幼児 が 自然 とかかわ り,ワ クワク ・ドキ ドキ して興味をもち,驚 き,発 見,感 動など様々

な直接体験 を得 られ る環 境の構成が必 要であ る。 また,自 分 のペースで ゆ った りとかか わ

れ る場 や時間を保障 し,幼 児 の発見や疑問を受 け止 め,一 緒 に感動 した り,刺 激 した り,

確認 した りす る教 師の援助 が大変重要 であ る。 その際,各 年齢の特徴 を踏 まえ,以 下 の こ

とに留意 して環境 の構成 と教 師の援助 をす ることが大切で ある。

(△ 印 は環境 の構成,◎ 印 は教 師の援助)

①3歳 児 では

△身体 の諸感覚 を刺激 して,興 味 ・関心が もて るよ うな 自然

△幼児 が安心 して見 た り,か かわ った りで きる自然

◎幼児 が心 をひ らき,自 分 をあ りのままに表現で きる教 師の受 け止めや,共 に行動 し幼

児 と同 じよ うに感動 で きる教師

②4歳 児 では

△幼児 がなぜ だろ うと不思議 に思 った り,興 味を もって試 した りで きるよ うな 自然

△形 や大 きさの違 う容器 な ど,比 べ た り,確 かめ たりで きるよ うな材料 や用具

△刺激 を与 えて くれ る友達 や異年齢 の幼児 との交流

◎ 自分 な りに試す姿 を大切 に受 け止 め,さ らに刺激 した り,ヒ ン トを与 えた り して,幼

児 に寄 り添 い,一 緒 に考 えた り,楽 しんだ りす る教 師

◎用具 の使 い方 や遊 び方 を示 して くれる友達や教師

③5歳 児 では

△ 自分 たちで調べ た り,考 えた りして,知 的な興味を追及 で きるよ うな自然 に関す る図

鑑や絵本

△友達 と一緒 に考え を出 しなが ら自然 とかかわ る活動 や体験 の場

◎幼児 の行動 を意識化 した り,考 え る筋道 を明確 に して整理 した りす る教師

◎幼児 の疑問や戸惑 いにす ぐに答 えを出すのではな く,ヒ ン トを写えた り,先 行経験 を

生 かせ るよ うな言葉をか けて気付 かせて くれる教師

2今 後 の課 題

私 たち は,こ の研究 を通 して幼児 が 自然環境 に触 れて,感 じた り,考 え た りして学んで い

ることの多 さを改めて痛 感す ることがで きた。 しか し,園 の 自然環境 を変え ることは簡単で

はない。 そ こで今後 は,四 季折 々の 自然 に触 れる工夫や 自然の変化を見逃 さな い工夫 などと

ともに,幼 児が 日常 的にかかわ ることので きる自然 を環境 と して取 り入れ る具体的 な方法を

各 園の状況 に応 じて工夫 してい きたい。
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